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 要  旨 
 視覚認識は、生物にとって外界を認識するのに非常に重要な機能である。われわれは日常的に様々 
な視覚情報に接するが、その情報がいかに複雑で大量なものであったとしても、正確に、また素
早く物体を認識することが出来る。このような視覚系の認識機能の神経メカニズムを明らかにす
べく、今までに生理学的、解剖学的、心理学的、また理論的な手法で多くの研究がおこなわれて
きた。それらの成果から、人間や猿などが視覚情報処理をおこなう際にかかわる脳の部位や神経
細胞の応答など多くのことが明らかにされてきた。 
 しかしながら、視覚情報処理のメカニズムにはまだ多くの未解決の問題がある。その中の一つ
に視覚カテゴリー化の問題がある。視覚カテゴリー化とは、視覚物体の特徴から、他の視覚物体
との共通性を見出したり、またその共通性を基にして特徴分類をおこなうことである。カテゴリ
ー化に関してのこれまでの研究では、生理学的、心理学的な研究が多くなされてきたが、カテゴ
リー化がどのようにしておこなわれるかについての統一的な神経機構については、まだ、ほとん
ど明らかになっていない。 
 近年、視覚カテゴリー化の神経機構を明らかにするために、いくつかの実験がなされてきた。 
Sigala と Logothetis による研究では、サルの下側頭葉(Inferior Temporal Cortex: IT)のニューロ
ンの応答を調べ、IT ニューロンが分類タスクを行うのに必要な図形に対して選択的に応答するこ
とを明らかにした。また、Freedman らによる研究では、前頭前野(Prefrontal Cortex: PFC)のニ
ューロンが判別タスクにおいて大きく寄与していることがわかった。  
 本研究では、タスクに依存した視覚カテゴリー化のメカニズムを解明するために、IT，PFC や
後頭頂葉(posterior parietal: PP)などの他の領野を含む視覚モデルを提案し、Sigala と Logothetis
の実験を取り上げその有用性を示した。 
 本モデルでは、 IT の機能は形状の類似性に従って形状の特徴を分析することであり、PP の機
能は注意を向ける位置情報をコードすることである。また、 PFC の機能は IT の形状情報と PP
の位置情報を統合し、カテゴリー化タスクに必要な物体特徴に関する一時記憶を保持することで
ある。これらの機能に基づいて、IT-PFC-PP 間の結合は、タスクに対する行動に依存して機能的
結合を形成する。その結果、 PFC から IT へのフィードバック信号により、タスクに必要な物体
特徴に対して IT ニューロンの発火率の上昇を矛盾無く説明することができた。 
 
